
ポイティンケ‘ル図に現われた地名の現位置比定の方法とその成果について

ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
に
現
わ
れ
た
地
名
の

現
位
置
比
定
の
方
法
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て

ー

l
イ
タ
リ
ア
・
イ
ギ
リ
ノ
ス
を
例
と
し
て
|
|

方

中

男

田

付
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
記
載
地
名
の
現
位
置
比
定
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
に
つ
い
て

ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
に
よ
る
古
代
地
名
の
研
究
は
、
同
図
記
載
の
交
通
路
の
研
究
と
併
わ
せ
て
、
十
九
世
紀
以
来
、
幾
多
の
論
攻
が
発

表
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

T
V
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
論
攻
も
現
在
の
国
別
単
位
に
み
た
と
き
、
そ
の

数
の
意
外
と
少
な
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
最
新
の
こ
の
種
研
究
警
は
と
な
る
と
各
地
域
別
の
も
の
が
大
部
分
を
占

め
、
国
全
体
を
取
扱
っ
た
類
の
も
の
も
交
通
路
に
多
く
の
頁
を
割
き
、
地
名
そ
の
も
の
を
取
扱
っ
た
も
の
と
い
え
ば
、
皆
無
に
近
い
と
い

う
の
が
現
状
で
あ
る
。
最
近
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
タ
リ
ア
の
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
に
関
す
る
研
究
室
百
を
顧
み
れ
ば
、

A
・
H
-
ス
ミ
ス
の

「
英
語
地
名
の
簡
明
辞
書
?
と
、

K
-
カ
マ
ロ
ン
の
「
英
語
地
名
」
(
一
九
六
一
言
〉
)
お
よ
び
本
書
巻
末
の
参
考
書
目
一
覧
は
英
国
各
県

の
地
名
を
言
語
学
的
に
解
説
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
直
接
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
記
載
の
地
名
に
及
ぶ
も
の
で
な
い
。
た
だ
ケ

ル
ト
語
地
名
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
第
三
章
は
あ
る
程
度
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
ま
た
イ
タ
リ
ア
の
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
地
名
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に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、

H
-
ロ
l
ラ
の
「
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
旅
行
案
内
の
新
里
程
標

7
〉
」
ご
九
六
二
)
を
は
じ
め
と
し
て
、

A 
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(
6
)
」
(
一
九
六
七
)
、

-
ラ
イ
デ
ン
の
「
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
に
お
け
る
未
解
明
の
銘
ハ
5
U
」、

レ
ビ
の
「
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
研
究
の
成
果
た
る
旅
行
案
内
図

G
・
ウ
ッ
グ
ゲ
リ
の
「
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
に
お
け
る
シ
シ
リ
!
?
よ
(
一
九
六
六
)
、

G
・
ワ
ル
サ

l
の

ル
と
ロ
イ
ゲ
ハ
8
u
」
に
つ
い
て
の
論
攻
(
一
九
六
九
)
、

九
七

O
)
な
ど
が
、

「
マ
イ

L
・
ボ
シ
オ
の
「
ロ

l
マ
時
代
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
旅
程
表
お
よ
び
交
通
路
ハ
9
亡
(
一

ま
た
叢
書
と
し
て
は
「
イ
テ
イ
ネ
ラ
・
ロ
マ
l
ナ
白
ど
が
あ
る
。
こ
の
叢
書
中
、
第
五
巻
、

G
-
ワ
ル
サ
l
の
「
ス

イ
ス
に
お
け
る
ロ

l
マ
ン
・
ロ
ー
ド
第
二
部
・
ロ

1
マ
時
代
の
略
図
と
集
落
(
付
録
ロ

l
マ
時
代
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
考
古
学
上
よ
り
み

た
地
図
白
〉
)
」
(
未
刊
)
は
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
と
て
も
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
記
載
の
地
名
に
言
及
す
る
が
、

そ
の
す
べ
て
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ご
く
最
近
出
版
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
刊
行
の
「
古
典
時
代
遺
跡
百
科

辞
典
(
き
」
(
川
刊
と
略
記
す
る
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

因
み
に
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
の
記
載
地
名
(
倒
と
略
記
)
と

ω地
名
の
比
率
は
次
の
如
く
な
る
。
こ
の
表
に
よ
り
倒
地
名
の
最
近
の
研

究
成
果
の
概
要
を
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

ス

フ
-
フ
ン
ス

ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス

ス

イ

ス

西

ド

J
!
 

。
A

n
例
記
載
の
倒
〕

Q

六

回

二

五

・

五

一

一

五

二

四

・

七

一
一
一
一
七
・
九

一

回

四

六

・

七

一
一
一
一
コ
了
九

一五

O

三
コ
了
七

こ
れ
ら
の
国
の
地
名
々
を
一
吉
し
て
み
た
場
合
、
爪
の
比
率
土
二
八
・
五
パ

l
セ
ノ
ト
、
厚
の
比
率
主
主
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
但

t

c

t

一

c

t

B
 

C
 

三
六
・
九

三
七
・
八

四

0
・
O

六一二・ムハ

コ
二
・
四

二
八
・
九

現
代
国
名

イ

ギ

リイ

タ

リ

ツ

制

二
五
一

四
六
六

六
七

三
O

四
六

四
五
五

ア

同叫

一
七
三

三

O
四

三
O

一一二
三
五

五
五

O



ポイティンケ‘ル図に現われた地名の現位置比定の方法とその成果について

現地名

Eclano 

Ventimiglia 

Ascoli Piceno 

Boiano 

Brindisii 

Civita Castellana 

Fermo 

Ordona 

Concordia Sagittaria 

Teramo 

Tortona 

Catania 

Cefalu 

Crotone 

Pisa 

Chieti 

T巴rnuni

Tivoli 

Subiaco 

〔表 IJ

(B) 

Eclane 

Albentimillo 

Asclopiceno 

Bobiano 

Brindisi 

Faleros 

Firmo Viceno 

Erdonis 

Concordia 

Intermana 

Dertona 

Catena 

Cephaledo 

Crontona 

Pisis 

Teate 

Th巴rmis

Tibori 

Sublacio 

No. (N 

1. Aeclanum 

2. Albintimilium 

3. Asculum Picenum 

4-. Bovianum 

5. Brundisium 

6. Falerii Novi 

7. Firmum Picenum 

8. Herdonia 

9. Iulia Concordia 

10. Interamna Nahars 

11. J u lia Dertona 

12. Katane 

13. Kephaloidion 

14-. Kroton 

15. Pisae 

16. Teate Marrucinorum 

17. Thermai Himeraial 

18. Tibur 

19. Sublaquem 
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し
こ
の
数
字
は
あ
く
ま
で
概
算
の
結
果
を
示
す
に
と
ど
ま

る
。
そ
の
理
由
|
つ
ま
り
概
算
と
い
っ
た
意
味
の
根
拠
を
あ

る
程
度
説
明
し
、
今
後
の
研
究
資
料
の
粗
材
た
ら
し
め
る
こ

と
は
必
要
ー
は
表
ー
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
如
く
仮
に
イ
タ
リ

ア
の
地
名
に
例
を
採
っ
た
場
合
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
記
載
地

名
制
仰
と
「
辞
典
」
記
載
地
名
川
刊
が
必
ら
ず
し
も
同
じ
綴
字
、
も

し
く
は
語
形
か
ら
し
て
同
類
語
な
い
し
は
派
生
語
と
し
て
明

確
な
形
を
示
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま

り
表
I
の
札
山
山

-
M
・
ロ
は
二
語
か
ら
地
名
を
記
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
に
表
に
ま
と
め
た
結
果
を
み
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ

る
地
名
も
、

四

O
O以
上
の
地
名
の
中
か
ら
対
比
す
る
こ
と

は
至
難
の
わ
ざ
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
概
算
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
理
由
が
肯
け
よ
う
o
ま
た
同
表

ω恥
9
・
日
の
如
き

は
二
語
か
ら
な
る
地
名
の
最
初
の
単
語
を
以
て
倒
地
名
と
語

形
を
対
比
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

ま
た

E
E田
町
と
』
己
芯
は
筆
者
の
他
国
に
お
け
る
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ

ル
図
地
名
の
現
位
置
比
定
調
査
の
結
果
か
ら
判
断
す
る
と
語
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の
頭
文
字
I
と
J
は
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
記
載
地
名
の
判
読
の
仕
方
如
何
に
よ
っ
て
は
ど
ち
ら
と
も
読
め
る
と
い
う
。
そ
の
結
果
生
ず
る

語
順
配
列
の
ミ
ス
を
犯
す
場
合
も
あ
り
う
る
こ
と
を
こ
の
際
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
ご
く
一
部
で
あ
り
、
他
の
面
か

ら
も
(
文
末
の
一
覧
表
か
ら
も
判
断
さ
れ
る
ご
と
く
)
誤
算
を
生
ず
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図

記
載
地
名
倒
と
「
辞
典
」
記
載
の
的
地
名
と
の
比
率
明
は
四

O
%を
超
え
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図

記
載
地
名
で
他
の
既
刊
研
究
書
に
解
明
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
。
地
名
と
の
重
複
し
た
も
の
を
除
く
と
そ
の
数
は
微
々
た
る
も
の
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

件
。
ホ
ィ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
に
現
わ
れ
た
地
名
の
現
位
置
比
定
の
方
法

か
く
の
如
く
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
地
名
研
究
の
成
果
は
充
分
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
点
を
少
し
で
も
明
ら
か

に
し
て
み
た
い
と
い
う
の
が
小
稿
の
目
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
記
載
の
宿
駅
(
都
市
)
間
距
離
を
利
用
し
て
地
名
(
宿

駅
)
を
如
何
に
し
て
解
明
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
は
先
ず
、
既
に
定
説
と
な
っ
て
い
る
ラ
テ
ン
語
な
い
し
ケ
ル
ト
語
地
名
の
現

位
置
比
定
の
も
の
、
或
は
定
評
あ
る
参
考
文
献
に
記
載
の
あ
る
ラ
テ
ン
語
な
い
し
ケ
ル
ト
語
地
名
(
例
え
ば
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
の
旅
程
表
に

み
ら
れ
る
如
き
)
に
し
て
現
位
置
比
定
に
疑
問
の
余
地
な
き
場
合
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
現
地
名
と
し
て
採
用
し
、
当
該
地
名
と
交
通
路

に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
る
他
の
ラ
テ
ン
語
な
い
し
ケ
ル
ト
語
地
名
と
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
記
載
の
宿
駅
距
離
と
の
聞
に
疑
問
を
生
じ
た
場
合

は
、
こ
れ
を
検
討
し
、
当
該
都
市
間
距
離
と
の
対
比
を
改
め
て
現
在
の
地
図
上
に
試
み
て
み
た
。
次
に
言
語
学
的
立
場
か
ら
主
と
し
て
語

形
な
い
し
語
形
変
化
の
上
か
ら
み
て
明
ら
か
に
現
代
都
市
名
と
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

一
応
、
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図

記
載
の
都
市
間
距
離
と
は
関
係
な
く
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
、
時
間
の
許
す
限
り
距
離
と
の
対
比
を
も
試
み
た
。



ポイティンゲノレ図に現われた地名の現位置比定の方法とその成果について

ωイ
タ
リ
ア
に
お
け
る
現
位
置
比
定
の
事
例

ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
記
載
の
距
離
の
表
示
単
位
に
は
ロ

1
7
・
マ
イ
ル
と
ロ
イ
ゲ
の
尺
度
が
あ
る
、
前
者
は
ト
ゥ

I
ル
1
ズ
・
リ
ヨ
ン

-ロ

I
ザ
ン
ヌ
・
プ
フ
ィ
ン
・
ウ
ル
シ
ュ
ブ
リ
ン
ク
を
結
ぶ
線
よ
り
南
と
東
の
地
域
に
用
い
ら
れ
(
日
、
後
者
は
そ
れ
以
外
の
地
域
に
紀

元
二

O
四
年
頃
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
イ
タ
リ
ア
の
場
合
は
都
市
間
距
離
を
示
す
数
字
は
す
べ
て
ロ
l
マ
・
マ
イ
ル
で

表
示
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
一
ロ

1
7
・
マ
イ
ル
は
一
、

四
八
二
メ
ー
ト
ル
、

一
ロ
イ
ゲ
は
一
・
五
ロ
l
マ
・
マ
イ
ル
す
な
わ
ち
二
、

二
一
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
の
都
市
間
距
離
は
二
都
市
聞
に
河
川
山
地
を
挟
む
場
合
も
す
べ
て
直
線
距
離
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て

原
則
と
し
て
直
線
距
離
を
以
て
計
算
し
た
結
果
を
現
在
の
地
図
上
に
お
い
て
比
定
地
を
求
め
た
。
事
例
は
川
川
い
ず
れ
も
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ

(
∞
開
。
冨
何
Z
吋

C
7
3
w
H
の
3
、
4
、
5
か
ら
採
っ
た
。
(
図
1
参
照
)

ル
図
の
セ
グ
メ
ン
ト
ゥ
ム

事
例
川

の
場
合
、
ボ
ノ

I
ニ
ア
は
定
説
に
よ
り
ボ
ロ
l
ニ
ア
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
を
基
点
と
し
て
フ
ォ
ロ
・
ガ
ル
ロ
ル
ム
と
の
距
離
を

計
算
す
る
と
二
五
・
一
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
そ
こ
で
ボ
ロ

1
ニ
ア
を
中
心
と
す
る
半
径
二
五
・
一
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
円
を
描

き
、
か
つ
て
の
ロ
l
マ
ン
・
ロ
l
ド
、

エ
ミ
リ
ア
街
道
と
の
交
点
を
求
め
る
と
カ
ル
テ
ル
・
フ
ラ
ン
コ
の
地
名
、
が
得
ら
れ
た
。
か
く
し
て

フ
ォ
ロ
・
ガ
ル
ロ
ル
ム
の
現
位
置
が
比
定
さ
れ
た
。
縮
尺
一
五

O
万
分
の
一
図
、
二

O
万
分
の
一
図
い
ず
れ
に
お
い
て
も
同
じ
結
果
が
得

ら
れ
た
。
次
に
イ
セ
ッ
ク
ス
、
ボ
ノ
l
ニ
ア
聞
は
四
ロ

1
7
・
マ
イ
ル
、
即
ち
五
、
九
二
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、
縮
尺
の
大
き
い
一
一

O

万
分
の
一
図
を
利
用
し
て
ボ
ロ
l
ニ
ア
を
中
心
と
す
る
円
を
描
く
と
エ
ミ
リ
ア
街
道
に
位
置
す
る
サ
ン
・
ラ
ッ
ザ
ロ
・
デ
ィ
サ
ヴ
ェ
ナ
の

127 

地
名
が
得
ら
れ
た
白
)
O

い
い
か
え
る

一
国
全
体
|
|
小
稿
の
場
合
は
イ
タ
リ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
全
土

l
lの
地
名
を
問
題
と
す
る
場
合
、

と
空
中
写
真
を
用
い
て
の
市
街
地
景
観
の
分
析
や
発
掘
調
査
に
よ
る
研
究
が
不
可
能
な
場
合
の
、
古
代
地
名
の
現
位
置
比
定
の
許
容
範
囲
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ポイティンゲル図に現われた地名の現位置比定の方法とその成果について
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W

。01 ー、
忌I.d?
'::-:;1ト司凹

'''1 由
、i;l

1・。ι凶
勺. 恒ー .;< 
担 吋

ミ子 g r ロ
吋ロ
ロー1
日五7

曲
、--'

日
・
由
N

∞-
L
1
7

や

は
最
少
限
度
で
、

一
キ
ロ
以
内
な
ら
ば
十
分
許
容
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
考
え
る
。
何
故
な
ら
ば
例
え
ば
、

ロ
ー
マ
時
代
の
ロ
ン
ド

γ
の
市

街
地
は
囲
郭
内
に
あ
り
、
囲
郭
の
東
西
距
離
は
約
一
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
中
世
の
囲
郭
都
市
ヨ

l
グ
の
そ
れ
は
約
一
・
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
ま
た
チ
ェ
ス
タ
ー
は
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
白
〉
で
あ
っ
た
し
、
都
市
間
距
離
と
い
っ
て
も
各
都
市
の
市
円
か
ら
市
円
ま
で
を

い
う
歴
史
的
事
実
か
ら
し
て
許
容
範
囲
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
充
分
納
得
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
か
な
り
機
械

的
に
現
地
名
の
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
を
比
定
地
と
し
た
。
か
く
し
て
ク
ラ
テ
ル
ナ
は
二

O
万
分
の
一
図
幅
名
「
ボ
ロ
l
ニ
ア
」
図

面
上
で
オ
ッ
ザ
ノ
・
デ
ィ
・
エ
ミ
リ
ア
と
比
定
さ
れ
た
。
同
様
の
手
順
に
よ
り
シ
ラ
ル
ム
・
フ
ル

l
メ
ン
は
カ
ス
テ
ル
・
ザ
ン
・
ピ
エ
ト

ロ
・
デ
ル
・
エ
ミ
リ
ア
と
な
る
。
因
み
に
回
目
白
M

門
司
ア
自

F
E
S
E
δ
z
E
z
は
ラ
テ
ン
語
句

E
g
g
-
の
省
略
形
で
「
河
川
、
流
れ
」

を
意
味
す
る
。
し
か
し
て
も
し
記
載
順
序
が
入
れ
替
り
、

司
-
H
m
m
u♂
司

-ω
己
白
門
戸

H
B
と
な
れ
ば
イ
セ
ッ
ク
ス
川
、

シ
ラ
ル
ム
川
を
意
味

す
る
が
斯
様
に
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
で
は
記
載
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
(
図
2
に
は
こ
れ
ら
記
載
地
名
が
明
瞭
)
。

事
例
川

ア
ド
レ
テ
ィ
オ
は

K
・
ミ
ラ
ー
に
よ
っ
て
既
に
現
位
置
が
比
定
さ
れ
て
い
る
プ
ル
ノ
川
畔
丘
陵
上
の
ア
レ
ツ
ゾ
の
町
で
あ

る
。
ウ
で
ア
ス
タ
ー
「
新
地
理
学
辞
典
」
(
一
九
七
二
)
で
は
古
代
都
市
名
が
ア
ル
レ
テ
ィ
ウ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
語
形
発
達
史
的
に
み
て
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間
違
い
な
い
。
ク
ル

l
シ
オ
も
ま
た
ア
ド
レ
テ
ィ
オ
と
同
様
、
も
と
エ
ト
ル
ス
キ
人
の
活
動
舞
台
の
古
都
で
、
同
辞
典
に
よ
っ
て
ク
ユ

l

シ
と
比
定
さ
れ
た
都
市
で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
都
市
聞
に
挟
ま
れ
た
ア
ド
・
ノ
ヴ
ァ
ス
は
ア
ド
レ
テ
ィ
オ
か
ら
三
五
・
五
七
キ
ロ
メ

l

ト

ル
、
ク
ル

l
シ
オ
か
ら
一
コ
了
三
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
る
。
こ
れ
は
二

O
万
分
の
一
図
上
で
は
夫
々
約
一
七
・
八
セ
ン
チ
メ

l

ト
ル
、
約
六
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
ク
ル

1
シ
オ
か
ら
の
距
離
六
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は
ア
ド
・
ノ
ヴ
ァ
ス
の
比
定
地
と
な

グ
ラ
ス

ア
レ
ッ
ゾ
の
方
は
ク
ル

l
シ
オ
か
ら
の
距
離
二
四
+
九
戸

1
7
・
マ
イ
ル
(
四
入
・
九
キ

る
ア
グ
ア
ピ
ヴ
ァ
に
完
全
に
一
致
す
る
が
、

ロ
メ
ー
ト
ル
、
二

O
万
分
の
一
図
上
で
二
四
・
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
で
測
る
と
ア
レ
ッ
ゾ
市
街
地
の
郊
外
(
一
九
六

O
年
発
行
、

「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
」
図
幅
に
よ
る
)
に
漸
く
届
く
程
度
で
あ
る
、
従
っ
て
ア
レ
ツ
ゾ
を
中
心
と
し
て
半
径
一
七
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

円
を
描
い
て
も
結
果
的
に
比
定
地
と
な
っ
た
ア
ク
ア
ピ
ヴ
ァ
の
上
を
円
周
は
通
過
し
な
い
で
両
都
市
を
中
心
と
す
る
比
定
地
問
距
離
の
半

径
を
も
っ
円
と
い
う
の
は
一
見
無
意
味
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ク
ル
l
シ
オ
・
ア
ド
レ
テ
ィ
オ
聞
の
距
離
二
四
・
四
五
セ

γ
チ

メ
ー
ト
ル
が
、

グ
ル
l
シ
オ
を
起
点
と
し
て
図
上
で
測
っ
た
場
合
、

ア
レ
ツ
ゾ
市
街
地
の
郊
外
に
辛
じ
て
届
く
、
あ
る
い
は
場
合
に
よ
れ

ば
届
か
な
い
と
す
れ
ば
、
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
記
載
の
距
離
、
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
か
す
る
と
ク
ル

l
シ
ォ
、

ア
ド
レ

テ
ィ
オ
の
い
ず
れ
か
の
都
市
が
、
避
難
・
合
意
・
法
的
強
制
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
自
〉
で
移
動
し
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

倒
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
現
位
置
比
定
の
事
例

イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
、

た
ま
た
ま
東
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
北
東
部
か
ら
西
南
部
に
か
け
て
発
達
す
る
ケ
ス
タ
よ
り
ほ
ぼ
以
北
の
部
分
が

都
市
間
距
離
の
数
字
を
全
て
欠
い
て
い
る
(
立
。
従
っ
て
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
部
分
を
数
字
を
保
存
し
て
い
る
南
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

と
、
北
辺
の
ハ
ド
リ
ア
ン
・
ウ
ォ

l
ル
の
地
名
に
限
定
し
た
。
因
み
に
英
国
陸
地
測
量
局
発
行
の
オ
1
ド
ナ
ン
ス
・
サ

I
ヴ
ェ
イ
・
マ
ツ

プ
は
ロ

I
マ
・
マ
イ
ル
縮
尺
を
表
示
し
て
い
る
た
め
、
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
に
欠
け
て
い
る
数
字
を
直
ち
に
復
原
で
き
、
驚
か
さ
れ
る
で
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あ
ろ
う
。

事
例
刷

カ
ム
ロ
ド
ゥ
ノ
は
現
地
名
コ
ル
チ
ェ
ス
タ
ー
で
あ
る
こ
と
は
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ヴ
エ
ン
タ
・
イ
セ
ノ
ル
ム
⑥
は
ア

シ
ト
ニ
ヌ
ス
旅
程
表
の
イ
シ
ノ
ス
自
〉
に
当
り
、

オ
I
ド
ナ
ン
ス
・
マ
ッ
プ
に
お
け
る
ヴ
エ
ン
タ
も
ま
た
語
形
お
よ
び
記
載
位
置
か
ら
⑥

を
示
す
こ
と
は
間
違
な
く
、
従
っ
て
@
は
現
位
置
が
ケ
イ
ス
タ
1
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
ム
ン
ズ
な
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
ア
ド
・
ア

γ

サ
ム
⑮
は

I
、

マ
I
ガ
リ
の
調
査
に
よ
り
ス
ト
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
・
セ
ン
ト
・
メ
ア
リ
ー
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
⑮

と
コ
ン
ヴ
ェ
ト
ニ
(
む
ま
で
の
距
離
が
一
五
ロ

l
マ
・
マ
イ
ル
で
あ
り
、
こ
の
距
離
は
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
旅
程
表
の
コ
ム
ブ
レ
ト
ニ
オ
@
ま
で

の
距
離
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
一
応
、
。
を
@
に
比
定
す
る
と
紛
の
現
地
名
は
ベ
エ
イ
ラ
ム
・
ハ
ウ
ス
と
な
る
。
し
か
し
て
ベ
エ
イ
ラ
ム

-
ハ
ウ
ス
か
ら
シ
ノ
マ
ギ
@
ま
で
の
距
離
は
二
二
・
二
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

ま
た
⑥
か
ら
@
ま
で
の
距
離
は
四
七
・
四
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
な
る
、
@
@
を
中
心
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
半
径
四
七
・
四
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
一
二
了
二
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
円
を
描
き
両
円
の
交
点

を
求
め
る
と
、

ウ
ィ
カ
ム
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
北
北
東
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
が
@
の
現
位
置
に
比
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

M

-
W
・
ベ
ア
ズ
フ
ォ
ー
ド
等
が
「
中
世
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」

(
一
九
五
八
)
で
触
れ
て
い
る
如
く
、
避
難
・
攻
撃
・
協
定
・
法
令
に
よ
る

都
市
の
消
滅
〈

9
・
移
動
な
ど
を
考
慮
し
て
@
の
比
定
地
は
マ

l
ガ
リ
l
の
調
査
結
果
の
如
く
ベ
エ
イ
ラ
ム
・
ハ
ウ
ス
と
し
て
お
い
た
。
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シ
ノ
マ
ギ
⑮
の
現
位
置
比
定
は
⑤
と
の
中
聞
に
介
在
す
る
ア
ド
・
タ
ウ
ム
⑥
の
現
位
置
比
定
が
未
決
定
の
た
め
困
難
を
極
め
た
が
、
@
を

ア
ジ
ト
ユ
ヌ
ス
旅
程
表
の
シ
ト
マ
ギ
と
同
一
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

つ
ま
り
マ

1
ガ
リ
ー
が
比
定
地
に
求
め
た
ダ
ユ
ツ
ジ
も
し
く
は
ヨ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
か
ら
@
ま
で
の
距
離
を
半
径
と
す
る
こ
円
と
@
を
中
心
と
す
る
半
径
一
四
・
八
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
円
を
描
く
と
、

い
ず

れ
も
交
わ
ら
な
い
が
、
三
円
の
最
も
接
近
し
た
地
点
を
求
め
る
と
@
の
比
定
地
は
ウ
ッ
ド
ト

γ
と
な
る
。
こ
の
場
合
は
比
定
地
が
極
め
て

暖
昧
な
も
の
と
な
っ
た
が
、

一
応
測
定
し
た
結
果
を
そ
の
ま
ま
一
覧
表
に
掲
載
し
て
お
い
た
。

事
例
制

ハ
ド
リ
ア

γ
・
ウ
ォ

l
ル
は
ポ
イ
テ
ィ
シ
ゲ
ル
図
の
左
の
方
(
図
2
)
に
長
城
の
記
号
で
描
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
最

近
(
一
九
七
五
年
版
)
刊
行
さ
れ
た
「
オ
1
ド
ナ
ン
ス
・
サ
l
ヴ
ェ
イ
」
の
「
ハ
ド
リ
ア
シ
ズ
・
ウ
ォ

1
ル
」
に
よ
る
と
ポ
イ
テ
ィ
シ
ゲ

ル
図
地
名
の
う
ち
、

セ
ル
ド
ゥ
ノ

(ωmEEHO)
、
ヴ
ェ
ル
ル
テ
イ
オ
ン

(〈

2
Z昨
日
。
ロ
)
の
二
地
名
が
不
明
で
あ
る
ほ
か
は
、

両
園
地
名

の
語
形
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

オ
l
ド
ナ
γ
ス
・
サ
l
ヴ
ェ
イ
か
ら
直
ち
に
現
位
置
を
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
名
語

形
の
比
較
は
一
覧
表
を
参
照
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
の
ず
か
ら
納
得
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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PLACilllAMES Ol!'四位AIlDON TABULA PIDl'IIIGERIAIIA 

'l'abula Itine回世.UID Ord. Survey l!ap Pres阻.tPlace Names Co阻 ty111阻 ee

Fe{ubrHnEt.zemrialxlIa ep} {ByAnzt。.nhbtrFη} 
Roman Bri tain 事印は同町tyの所夜池

~rd. ed. 
110. 

1 ---ー A国llava Burgh by sande cu 
2 Abone Abone Abo国 e E曲胞us(Bristol)(Pr.E.) Gl ， Ad ansam AdAnsrun B也'od白吋批 1101')' Sr(E.) 
4 Ad Pont咽 A且'Ponte'恩 Ad Pont師 Ewaosot dMSntok(e W)(Fr-E.} 耳Eft 
5 Ad Taum 

6 -・ーーーーー・ Agaloc。 Littl曲 0四 .ugh 10 

7 -ーーーーー Al叫h皿 Ll田ldovery Cor 

B 一一一一ー A1auna Learchild lIb 

9 Ala田 a Alone Alauna Wotercrook (Pr.E.) We 
10 Al皿ra Ala四 a 恥 ryport(Pr.E.) Cu 

n -一一-一一 Ander1ta Peventry Db 

12助一一一一 Aquae Am岨etiae 且lXton Db 

1~ A申Ilis60li8 Aquis Solis Aquae Sulis Ba油 (Pr.E.) 80 
14 Ariconio Ariconio Ariconium W印刷閣derP吋副(Pr.E.)He 

15 ----- Ardotalia J.Jelandra Ch 

16 ・・ーー一ーーー Arbeia South母Jields 且z
17 Avalava ぬlava Galava 担もleside(W) We 

IB -ー一ー一-- Bann8 Newcastle cu 
19 Banna vento Dannavento Bannaventa 地ilt叩 Lodge(Pr.E.) N出

20 saromaci Caesaromago Caesaromagus * Che1msford Ess 
2I Baruniaci ? 

22 Bel酔 rum ? 

23 Bereda Voreda Voreda Old Penrith (W) cu 
24 回一一一一・ Blato Bulgio Castra. Birrens Df 

25 -一一一一・ Bibra Beckfooも 血a
26 Blestio Blestio Blestium 恥Inmou由 (rr.E.) Mon 

27 -一一司一一 Bomio 田 町 Bridgend Gla 
28 Bovio 勘 vi。 Holt Den 
29 (B)担 .vonia.(W) Brovonacis Bravoniam皿 阻止も.yThore (w) (rr.E.) He 
30 Bravonio Bravonio Bravonium Leintwardi田 (rr.E.) He 

31一一一一一 Branodunum Brancaster N1' 
32 Bre姐enio E闇 enium ¥ Bigh Rochester (Pr.E.) lIb 
33 Bremetonaci Bremetonaci Brementannacum Ribchester La 

~ 一一，ーーー Br四ia Ll田io Cd 
35 Brige Brige Buckholt Farm Ha 

36一一一一一 Brocavo Brocavum Brough閥 Cu 
37 Broco1iti Brocolitia 

UCBaSirKrrdao(E曲sw目a.E114.2由} (v) 
lIb 

38 Burrio Burrio Burrium Mon 
39 Cabaglanda C四加el副 na 白A

純一一一一一 Cabrosentum Burrow 'ofalls 凪ぇ

41 CalaC¥皿 じalacum Calacum 口verbor叩 gh L 
42 Calcaria Calcaria Cai:caria E也dcaster Y 
43 Caleba Calleva Atreb計四 Calleva Silchester (Pr.E.) Ha 

44 C四 ;boduno Camboduno C四 Ibogl剖 na Birdswald lIb 
45 Camuloduno Ca凹 loduno Colchester (rr.E.) Ess 
46 Camborc。 し冶mborico Icklingh阻 Sf 

47一一一一一 Ca皿llod田lUm 81ack r 

48一一一・ー・ Cariannonum Burgh Castle S1' 

49 ・一ーーーーー Castra Exploratorum Castra Exploratorum Netherby-白A
50 Cataractoni。 Ca'七aractone Cataractonium cattedck BErie1dveeend(FoLnt E.}Y 
5工 Ca皿 onio Canonio C血 oni四 Rive油 a11，Kelvendon(I.M.) Ess 
52 Causennas Causennis Caus聞 noe Li ttle Ponton 

Ancaster (0.3.札) L 
53 Cel凶 η。 Cilurnum 目lesters Nb 
54 Clanoventa Clano"{?nta Clannaventa 

hBiv杭ene呂m1aess(Fr.E.} 
白a

55 Clau8町- Clausenセum Claus田匂皿 Ha 



"Note Aboreviations of County Names -

Bd Bedfordshire 
肱 I l uckingl四 shire
Br Brecknock 
Brk Berkshire 

Cambridgeshire 
Car Car司arthen
Cd Cardigan 
chαleshire 
Co Cornwall 
cu. Cumberland 
cv Caer沼avonshire
D Devonshire 
Db Derbyshire 
Den Denbigh 
Df 日岨.fries
Do Dorset 
Dtl Durham 

Ess Esse:x: 
Fl Flint 
Gla Glamorgan 
(:1 Gloucestershire 
Ha lJampshire 
He Herefordshire 
Hrt Hertfordshire 
Hu Huntingtonshire 
K Kent 
L L:incolnshire 
La Lancashire 
Lei Leicestershire 
Ln City of London 
Jit Montgomeryshire 
Nb Northumberland 
Nf Norfolk 

Abbrev主ationsof Reference Eooks : 
O.S.M. Ordnance su四 ey?>~ap (Roman Britain 3rd. ed..) 

Nt Nottinghamshire 
Nth Northamptonshlre 
o Oxfordshire 
sa. 品目p晶 ire
Sf . Suffolk 
So Somerset 
Sr sl凶rrey
St Staffordshire 
E文 Staffordshire
W Wiltshire 
Wa Warwickshire 
We 11estmorel田 d
t10 worcestershire 
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Y(E.R.) Ea.t厄 dingof Yorksh:lre 
Y(札R..)West Ridinf，' of YorksTire 
Y(N~R.) North nidi~g of Yorksl"ire 

1.M.. I.D.Mareary: Roman Roads 1n Britain， 3rd. ed.. I973. 
FrO' E.. The Princeton面lcyclopediaof Classical Sites. Princeton Uni~.. Press， 1976. 
W.G.D. Wehster・sN四 Geograr加 calDictionary. 1972. 
R.αlavallier Les voies romaines. Armand Colin，Paris. 1972. 
K.L Konrad Niller! Die Peuting噂rscheTa!'el. BRQC沼田官S，Stutteart，I962. • 
~..~.H. .T.Horeau Dictionnaire de Geographie historique de 1a Gaule et 1a Franc.e. Paris，I972. 
(有 PlaceNames Estunated by WI廿 er.

かつてイギリスにポイティ γゲル図記載の都市数を 177とした E歴史地理学

会第21回大会報告コのは図 2にみられるように Mu，Du， Coなどの省略語

地名をも計算に加えたためである。
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II6 --ーー------ Mediobogdum Hardknot cu 

1I7 Mediol血 O Mediolano Mediolanurn Whitchurch (Pr.E.) sa 

1I8 -一一一一ー Medi町nanum CaeI'W'B H七

エI9 崎町iduno Muriduno J{orid1.皿um Carmarthen Car 

I20 ・一一一一ー liavio Brough on Noe Db 

I21 一一一一一 !{emetostatio North Taw七on D 

122 ・ーーーーーーーー・ Nido IUdurn Neath G1a 

123 Novio (lla伊) (1') Novioma伊 Noviomagus C~~ford， Welllng(pr.E.) X 

I24 ---ー--ーーーー Olenacum Old Carlisle Cu 

125 ----ーーーーー司 Olicana Ilkley Y (W.R.) 

工26 ー'ー Onna Nursling lla 

127 Onno OnnUI1l Halton lIb 

I28 ・一一ー一一 Othona Bradwell on Sea EOB 

129 Pennoc:rucio Pennocrucio Pennocru.cium 1'.由ridge(O.S St 
Stretto; Mi11 (Fr. F.. ) 

I30 -一ー一一一 Petriana 白.mlix cu 
I3I ーー Fons Aelius Fons Aelius 申百ewcastle llb 

工32 ---------- lontibu8 Pontes Staines Sr 

133 ----ーーーーーー Fortus Aduri PortchestcJ' lTe 

134 Pretorio Prateorio Petuaria Brough on Humber Y (E.R.) 

Iラ5 RataE Rata.s 毘atae 事Leicester(1.丸) Lei 

I36 Ra飢えr: ~s ad port'四nRatupis Rutupia丹 Richboroueh I 

137 Ridunio Novio白aeas Chichestel' Sx 

138 Rorj.bis 
。

工39 Rutunio 防止tunio ぬA凱mium Harcourt Far~ (rr.E.) Sa 

I40 ・・ー幽ーーーーーー Salinp.e Droitwich Wo 

14I -ーーー四ーーーーー Segedunum Wal1ae泊d ~'b 

142 Segeloci Segeloci Segelocum Litt1e Bom(uFLshR. (Fr.E.) L 

143 Se忽mtio Segontio 日egontium CaernaV'on (pr.. E.) Cv 

144 Serd山 10 ( under H. Wa11 ) ? 
145 5ino回 gi Sinomago ? Dear Yoxford， 

Thmwich (1瓜.) Sf' 

146 Sorbiodoni Sorvioduni Sorviod国lwn Old Sa.rurn w 
147 S:pinis Spinis Spinis Speen (pr. E.) llrk 
148 ~は1100iaci6 Sulloniacis Sulloniacae Brockley且 11(Pr.E.) J!r色

149 Tames Pontibus Pontes Stainea E 
工50 Traj ecms Trajectus Bitton 01 
151 Tri:rontorn Tripontio Tripontium Cave'a lnn (Pr.E.) Wa 

I52 -一一一 'l¥mnocelu明 恥reeby Cu 
I53 百七Zてiconio Urioconi。 Viroconium Wroxeter sa 
工54 U油 CQna Uxacona Uxacana Red Hill Sa 

I55 ・・---ーーーーー Uxellodunum Castlesteads 白ぇ

156 Varis Varis Varae St Asaph 民

157 -一一一一- Vagniacis Vagniacae Springhead E 
158 Velurtion Vercoviciu血 Houses七回ds(W) 到b

I59 VVeeXn1t02a 1iEs e1g百 四
Venonis Venonae High Cross (Pr.E.) Lei. 

工60 Venta Be1gart皿 Venta 州担chester(Fr.E.) lla 
161 Venta Icenoru皿 10in06 Venta Caist町民駒田d咋 r.E.) Nf 
162 Ventasilur..un Venta Silurum Venta Cae四 'ent(Pr.E.) 勘九

I63 Verol田 io Verolanio Verulaniurn St Alb回 s(Pr.E.) Jlrt. 
164 Verometo Vernemeto Vernemer由民皿 Willouehby Lei 
165 Verteris Verteris Ver七erae Brough under Stainmore We 
166 -一一ー一一 Vil1ia Faustini Scole 1If" 
167 Vindceladia Vindogladia Vindocladia Badbury (Pr. E.) Do 
168 Vindolanda Vindolanda Chesterholme J!b 

169 Vindomora Vindomor温 Vindo，回目 Ebchester (Pr. E.) llu. 
170 Vindonis ? 
171 Vindovala Vindovala 匝ldchester !Ib 
172 Vinovia 'Vinovia Vinovia Bincbester (Pr.宮.) 割&

173 Vorlucione Verlucione Verlucio Sandy L副国 w 
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1.19 Aufim皿 178 Cirfenna Lecc.e nei Marsi (可)
工20AU，酔sta 1a Ca叫 mG(w.JJ Z79C1血p出

Ozzano d llnilia (!;)(l'r.E.) エ21A¥唱えstaPretoria ι市Aosta(W.G.G. )(Fr.E.) 180 c1at~rna 
122 Au伊staTaurinorum 刷出oW(M}.D.)(b.E.)I8IClatexT1a 
1:23血 s担 Osimo(，，1) 182 clavenna Chiavenna (可)(Chevallier)
I剖瓦.veia S D田f叫r~o ne'yestini(W) 183 Clostris Tre di Fogliano (~f) 
125 J3aletium Valesio (Pr.勺 工白山0 Chiusi (K.Il.) (Pr.E.) 
126 Bardu10s Bar1etta (K.M.) 185 C1u加xno
.127 Barium .'Bari del1e Fuglie (K.M.) 186 comelicomagus 

動Como(K.M.) (W.G.D.) :::r28 Bedaio 187 Como 
129 Benebento *Benevento (Y'.M.) 188 Concordia Conco吋 iaS(ragri. ttaria(V) 
130 Ber酔叩 *Be時 四o(Che叫 li目) E.) 
131 J.3.erlona 189 conri to 8na伊1no Aoa伊エ(可)(W.G.D.) 
.I32 Bibi曲。 190 COJlsen tia *叫Co叩nsenZ8(K.M札.)
133 Bi turiza Bu01ne (K.M.) 191 Corfinio Corfinio (Fr. E.) 
134 B1田da Cersula (可 192Corni四 1凹 1 Crocecone t '，1) 
135 Blera mera(W)，Bieda((Fwr) .E.)I93Comnto田
.36 Bo bellas 

castel g(zE(E.zMd.Ho.l. ) foI94Cosa Cosa e A田ed叩 ia(K.M.) 
137 Bobi問。 Boi曲o¥ J<.. f'l. J 195 Cosiliaむ四

138 Bononia *Bo10酔a(K.M.) 196白s阻 Rellene S Stefano a1羽田(，':)
エ39Boron Bonass01a ('tl) 197 Coveliacas 
140 Brindisi *Brindisii (K.M.) 198 Crater Io1. staz Honeras8ano Cervicali 
141 Brixia Brescia (血Dval1ier) (w) 
工42Brumento 呂田tto1e('，1) 199 Cremona 

事cC畑[Jrrmeiamxtoeio田aneNlwt()可Y)) )(Fr.E.) 143 Butrio Porto Corsini Marina 200 Cri玄ia
di Ravenna (1 . .，r) 201 Crontona (Pr.E.) 

~44 Jlu杭皿tos Biton加 (K.M.) 202 cumas 
145 Cabi08 Cabii (ν) 203 Cunuaureu Splungen (D.G.H.) 
工_46Ca1acte Caronia (Pr. E. ) 204αlpra ~lartima SB田ledettodel Tronto(W) 
.147 Ca1e Calni Vecchia (:i) 205 Curiosto 
148 Ca1ane Madda10ni (~，，) 206 Cutias 白'"0(白evallier)
:149 Ca1田ico Cairo町 ntenoi:te('¥'[) 207 :;}aci s ao padum 

TB DoeGpruatnoimsiespp({ eT(4V.) ) 150 Caluisiana Ge1a (:，) 208 Depanis 
Ech. eval11er) 151 Calor F1. Caste1106.』v)go(v) 209 Dertona 

152 Caprasio 18 Taverna ( 210 Dertum r'.onopoli (W) 
:153 Capuae s 貼rdi8 Ca a咋1守叩u国va) vhe t加e町r目e(1，'吟) 2I口11民in町nn
"154 Carbona1'io Carbantia ~ '-!l) 212 Ebiana 101'io T四 Denari(") 
155 Careias Cesano ("!) 21ヲEb1'one
156 Carinum 214 Ebutian目

1:57 Car鎖直lis Carsoli (K.M.) 215 Eclane T.lirabel1a Eclano (町)(K.M.)
158 Casilino Capua ('，) 216 Elauenna 
159 Casinurn Casdno (W.G.D.) 217 IDnona LJublJ( Rna(Fr.1) 
160 Castello amerino Castel1accio (...r) 218 Enna *Enna (W) 
"161 castel10 fi1'l1lani Porto S Giorgio (K.Jt'.) 219骨oredia 1vrea (W.G.D.) 
162 castra aniba Z20 Erdonis Ordona ('，01) (K.11，) 
163 cast1'a Minerue S Cesarea Tel'l問 (w) 221 Ereto Ponte Nuovo (，，，) 
164 castro Novo Castello Tre C8n~elli (!'1) 222 Ergitium RignanoGa(rvm) ico(v) 
"165 castro Novo Guilianova (K.凡 223白羽108 S Rufina 
166 castro trentino Tortoreto (~.!) _ 224 Erust叩 ias
167 Catena '!I<'Catar:.ia (K.M.) 225 Esemie *lsernia (W) (K.M.) 
I臼 Ca凶 io Valle Caudi田()可 22唖Eudracinum
169 Cau10n Caulonia (K.M・ 227Ezetium 阻止tieli由。 (w)
170 Celia Ceglie d. Ci明。 (w) 228 Fa1eros Civita Castellana(W)(Pr.E.) 
17I心emenello Cimiez (D.G.H.) 229 Fa1i8 
172 Cen七urippa Cer由民ripe('，;) 汚oFano fuRi tiui AFcmquoai(uEr1a.() 有)
工73Centum Cellis Ci vi ta vecchia (K.札 231Fano fur柏田
174 Cephaledo Cefa1u (l'.G.D.) 232 Farfar Farfa ('，1) 
175 Cerelis CirelJa (W). 233 Faventia Faenza (11.G.D.) 
176 Cesemia Villammare (w) 234 J.i'ebrateris Frosinone (町
177 C1rceios 235 Ferentinum Ferentino (Pr-E.) 
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.AIIC1四TTOWN NA阻謂 011:l'AllOLA. PJruTIHGI!IlIATA AND 'AilIR COI!PARATIVE PI!ESI到!l.'PLACENAN間四日且Z

.Ancient Town N，国間

工Abel1ino
2 Acerras 
:3 Acerronia 
4 ad aquai albulas 
5 Adaq国 S

6 Ad aquilel.a 
1 Ad birium 
8 Ad calem 
9 Ad conf1u'田，tes

工oAdeanales 
IIAd ensem 
I2 Adenum 
!3 Ad figlinas 
I4 Ad fines 
15 Ad colaria 
工6Ad nexum 
17 Ad Grecos 
I8 Ad ingnilia 
工9Ad intercisa 
20 Ad ioglandem 
2工Adlefsa 
22 Ad mar七i8
23 Ad，四凪lia
24 Ad navalia 
25 Ad nirum filum開。
26 Ad mensulss 
z7 Ad nomas 
28 Ad nonas 
29 Ad nonum 
-;0 Ad nOV8S 
31 Ad nOV8S 
ヲ2Ad nOV8S 
"33 Ad novas 
34 Ad novas 
35 Ad novas 
36 Ad Pactas 
yl Ad pad'四
38 Ad P世相m
39 Ad pi"皿
40 Ad pil'¥皿主11umeni
41 Ad ponte C，包唱曲0
44 Ad pyr 
45.Ad quint田 as
46 Adretio 
抑 制 R otas
48 Ad sextum 
49 Ad sextum 
50 Ad solaria 
51 Ao st.tuas 
52 M taberna frigida 
53 Ad teg1an咽
54五dtine recino 
55 Ad Tufras 
告6Ad turres 
57 Ad turres a1ba 
匁 Aduaceflnn岨
59 AdVeneri8 

Ca時arativePresimt Place 11間間

事前e11旬。(w) 60 AeCS8 
Ferie (11) 61 Aequo包ti曲
血.1e"もta(x.丸 62Aet阻 a
ーーー一一 o3.Agat祖師

恥叫altodelle恥 rche(百)64，勾ris
Fig1担 eVa1darno (11) 65勾乱酔nto
CoUeferro (w) 66 A酔 ri-。
Ponte品開。 (w) 1;7 A工凶
s. Giov.田ni'~ C，四olto(時 8Alba恥d出

ー一一一一・ 69 Aユ，00po町低A
Pontericcioli (W) 70 A1bent担ね10
・ーーーーー 71Alも担ga世 田

Pegli (w) 72 Albinia Fl. 
Staz di S. Iu四 (w) n Ale目
一一一・ー 74Alsium 
s. Cl回開to(w) 75 Al七旬。
Bettolle (¥1)・ 76担 e出
s. Aodr悼むRa明間to(11)77. Amiternus 
Smirra (w) 
Monte 5..晶由。{吋

Co醐 anza(¥1) 
Ca時odonico(W) 
Var8zze (W) 
Linif 0 Canapif (W) 
Monteroni d'Arbia (¥1) 

Mandre (11) 
Brezza 

7$ Annlo fal品。。
79 Anagr註泊。
80 Ancone 
81 A四libali
82 Annicia 
83ルm皿n
84 Aotipoli 
85 Ax時ium
86却 X曲。
87 Aoxia 
88血z田 O

89 Apu1e 

ホ印抽方政庁所在地

T四ia(Pr.E.) 
恒国0工司担。(肌G.D.)
E担a(W，ムG.)
S Agata di Milite110 (w) 
Pa1azzolo (11) 

マ唱勾ri酔 n七o(乱G.D.)
岬:ca(11) (Pr.E.) 
Albe (Pr.E.) 
Albiao1a (D.G.E.) 
Alba (Pr. E.) 
V四七担ig王ia(W)(伍師llier)
Albenga (Cheva1lier) 
批az di Albinia (W) 

Palo (W) 
Altino (Pr.E.) 
Amelia (W) (Pr.E.) 
血iterno(K.M.) 
S Vittor~no (Pr.E.) 

Ana酔i(¥I.G.D.) (Pr.E.) 
*加回阻 (W)(Pr.E.) 

Torino di S聞伊臨乱闘 (w)
却七ibes(W.G.D.) 
Aozio (K.M.) 
r-ra田Jlarretta(11) 
Al回nodi Lucania (W) 
Fossacesia Marina (吋Acquavi va (11) 

Ari開閉 (W)
Cesenatico (lf) 
Orn悶{叫

90 Aqu随時011担問'Is h伊 idi stigliano(W) 

Sciacca (K.M.) 
Iq岨柿rOP却 i(11) 
MOla d. Arrone (11) 
Va1montone (W) 
Stradella (W) 

S. Aod四 a(官〕

Colon阻(可〕
事Ar田町 (K.M.)
Rocearavindola (W) 
Castel 泊三田川

Villa Cinciano (W) 
Sori (W) 
S. Ce田 reoCマ)
Massa (K.M.) 
PalIna Campania (W) 
Acqua1aca.tagna (W) 
To目前ta(1;) 
Mogorjje1o (Pr.E.) 
P一一一司--
Jo!ontelibretti (W) 
!mpalata (¥1) 

91 Aqua. 1':もodes
92 A伊 8f?pas田r;i.s
93 AU8S tSUl'i 
94A胆asVolaternas 
95且quaViva 
96 Aque Ax明
97 Aque白ltil1ie
m何回 pO)ll丘町lie
99 Aqui1eia 

10C Aquilonia 

I01 Aquino 
102 Aquisりratelis
103 Aquo falsico 
104 Arciade 
105 Arebrigium 
106 Aricia 
107 Ariobrige 
Z偲Ariolica.
I09 Arioli阻

110 Arimino 
III Armenita Fl. 
II2A四四見.

II3A司os
114 Aaclopicen。
II6 Astura 
Il7 Ate11a 

II8 Aufidena 

晶 ntefiascone(W) 
Bagni di Ferrata (K.M.) 
Bagni di恥 ntecerboli(W)
A伊aviv!， (.) 

Cittaduca1e (K.M.) 
Monterotondo (x.凡)
Aqui1eia (W) 
Lacedonia (K.II.) 
Aquilonia (有)
A司luino(Pr.E.) 
Acqui (有)(K.M.) 
Maddalena Gr間 de(W) 
h伊 ara(W) 
near La Prest-Didier(DGU) 
Ariccia (Pr.E.) 

Pescbiera de1 sm'da(W)(WGD) 
near La Tbui1e (D.G.E.) 
加 ini(叫 (Pr.E.)
恥 nt品 todi Ca.tro (胃y
Lucardo (W) 

市民ggia(W) 
ホA.co1LPiceno(K.If.) 
Torre Astu四 (11)(Pr.E.) 
Or旬 D'AteUa(苛}
sむ Cl副 is(Pr.E.l 
Acquaviva d古田rnia(W) 



356阻nomeduaco 
357阻 600Fl. 
358恥田Balab。
359110加工盟問S
360ぬ1tina
361 llamia 
362 narres 1ucanas 
36工Narnia
362 Nar.四回:w.canas
363 Natio1¥皿
364 Nauporto 
365 Navenna 
366 Neapoli 
367 Nepe 
お8Nere加盟

369 tJerulos 
370 .Neronia 
371 Nevdracim皿
ヲ72Nib1e 
?l73 Nierar血 io
374 No1a 
375 No田 rruci凹 noctios
'576 Nomento 
ヲ77NOIUe 
378 Nt町 田nio
379 Nuceria 
3BO Nucerio C担 e11官 '1a
38I Nueriola 
382ぬ皿田a
383 Onsco 
384 Opi tergio 

3851 Oplontis 
386 Ortona 
?s7 Ostia Eterni 
努8Palacrinis 
389 pall間 四

390 pallia F1. 
3ヲIP皿 ormo
392 Paren tio 
Zヨ'5Parma 
394 pastュumBalentium 
396 Patavis 
396 Pau四 1as
397 Pes加m
398 Peもelia
39ヲPiacentia
400 Pinna 
40I Pirgos 
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'55 潤indoF1. 

白日io(K.M.) 
S Croce d Aidu田 ina(W) 
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ホTerni(凡札)(p九百.)

判官岨。(有)(官.G.D.)
An廿'~do.CQ (K.M.) 
Eaia --(ii) 
Salle (W) 

S Lazzaro di血，vena(1I) 
Vasto d I Aimone {K~M.}. 

S Leonardo (有)
恥 1ad. Raio (1I) 

1arino (K.M.) 
Vi11a pompeia (W) 

争Lucca{K.札)
Oneg1ia (1') 
lJppi白Lucano(1I) 

S Luca Ui) 
E叫 (K.M.)

，*Lecce (Fr.E.) 

ne喝rle. gi可e(W) 
1.tanduria tW} 
H闇 iliana(X.M.) 
Pod Rene11ino (wl 

州国初va(K.If.) 
Cavar7.ere (吟
S :Benedetto dei 

M町民 (Pr.E.)
Vali訂岨(有)

Pile (，1) 
百1ziO，:{1I)(D.GC.Jl.) 
Me宅aurilia{W) I 
臨，nt-G田島円e(cheval1ierl 

*地1aIlo(K.M.) 
Melfa (w) 
町n加問。(K.冒.)
Carosino (W) 

事Messi皿(K.M.)
Beva伊 a (I;) 

助 1edel Mignone (11) 
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474 Statu1e 
475 Sublacio 
476 Sub1anubi。
477 Sub1u国 tia
478血.bro四 1a
479 ~日cosa

480 Suessula 
481 Su1皿 ne
482 su暗記師。

483品目ento
相4品廿io

485 Sy11a8 
相6Tabellaria 
487 Tamnas 
488 Tannetum 
相9Tarento 
490 Tarquinis 

491 Tarvessedo 
492 Tauriana 
493 Taurome叫 0
494 Teate 
495 Teano scedicino 
496 Telamone 

497 Telesie 
498 Temas 
499 Telllpt Mine四 e
500 Te盟 国

501 T叩 eapulo

502 Tergeste 
503 Terracina 
504 Thermis 
505 Tibori 
506 Ticeno 
5rJ7 Tindareo 
508 Tinna 
509 Trelbis 
510 Tredente 
5王1Tre Tabemas 
512 Turenum 
513 'l¥岨ピiost。
514 Turis 
515 Turres 
516 Tu吋'IsCesa見g
517 Turriata 
518 Tusc田 a
5I9 Umbro Fl. 
520四国:broFl. 
521 Umbro FL 
522 Urbanis 
523 Urbesalia 
524 Urbius 
525 UziJ由皿

526 Vacanas 
527 Vaclodia 
528 Vadis Sobates 
529 Vadis Volateris 
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Castellamm世 edi Staも1[1 530 Valuata Volterra (K.M.) 
Mande1a (¥1) (W.G.D.) 531 Vari8 

Subiaco (W) (Pr.E.) 
Lanuvio (¥1) 
Mass Simone (W) 
sre町田町a110(W) 
Pescia Ro醐 a(¥1) 
Suessu1a (¥I.G.D.) 
Sulmona (Pr.E.) 
Ponzano di Fermo (w) 
晶 rrento(w) (Pr.E.) 
Staz 白 .pranica~~ri 

(w) 
Ruviano (11) 
主1Casalino (ぜ)

S. 11町 iod'Enza (W) 
*Tar副知(K.M.)
Corneto (lI.G.D.) 
Tarquinia (W) 

*'fr町 1田 (w)
Gioia Tauro (W) 
也ao:rmina(W) 

*Chieti (W..G..D..) 
Te担。 (K.M.)
staz di T.品岨one(1¥') 
Tu1冊 naccio(Pr.. E.. ) 
Telese (可)(K.M.) 

P. C叫曲e11a(K.II.) 

532 Varum 
533 Veios 
534 Velinis 
535 Vennum 
536 Venusie 
537 Vere_ 
538 Vergellis 
539 Verona 
540 Vibona Balentia 
541 Vibo Valentia 
542 Vicetia 
543 Vico Matrini 
544 Vico Mendicolco 
545 Vico Virginis 
546 Vignas 
547 Viricio 
548 Volsinia 
549 Vu1 turno 
550 y，む咽te

1VdJ:官巾m(W.G.D.)

St Rellme(W) 
Sette Vene (iy) 
Pont Vittorio Veneto(W) 
Belluno Veronese (W) 
Ve回目 (K.T'.)
Vereto (Pr.E.) 

本Verce11i(W)(白levallier)
鼻Verona(K.M.) 
.l'ibo Va1entia (K.II.) 

*Vi。回目(Cbevallier)
staz di Vico肱trino(W) 

晶vona(w) 
Cerreto Laz (w) 
Verres (Chevallier) 
Bo18ena (K.M.) 
Regi Lagni (Pr.E.) 
Otranto (W) (W.G.D.) 

第21回歴史地理学会大会でポイテ

ィンゲル図古代都市名がイタリアに

541と報告したが，小稿ではグロッ

サーの「世界歴史地図帳」によるイ

晶nPa.山 diCiviピユ!?} タリアの地域範囲を一部修正したた

傘立;::;Ji町立;:iJ・D・1 め若干地名数に誤差を生じた。
Tennini (K.II.) 
也voli(K.札)

市Pavia(K.M.) 
Tindari (W.G.D.) 
Montemarino (苛)
Caste1 !o!adama (W) 

*Trento (Chevallier) 
Cisterna di Latina (X.M..) 
Trani (り

Thurio (W) 
Castel Valle Lut町田. (W) 
Poli伊 曲。 aMare (w) 
Torretta ("') 
Tosc.ana (W.G.D.) 
Ambra (W) 
181a d'Arbia (W) 
Istia d'Oniもrone(W) 
Caa Rea1e (W) 
甘rbi聞記ia(K.M.) (Pr.E.) 
Francavilla Fontana (W) 
Ugento (W) 
Baccano di Sutri(W)(K.M.) 

Vado Li伊 re(D.G.Ii.) 
Vada Volaterrna (侃evallier)
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後
記
筆
者
は
さ
き
に
フ
ラ
γ
ス
に
「
お
け
る
ロ
l
マ
ン
・

?
lド
と
歴
史
的
都
市
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
」
(
明
石
短
大
研
究
紀
要
六
号
一
九
七

六
)
「
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
研
究
の
回
顧
と
現
状
」
(
歴
史
地
理
会
会
報
第
九
十
三
号
)
「
ポ
イ
テ
ィ

γ
ゲ
ル
園
地
名
の
現
地
比
定
の
方
法
的
規
準
」
(
「
歴

史
地
理
研
究
と
都
市
研
究
(
下
)
「
藤
岡
謙
二
郎
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編
、
大
明
堂
)
「
ポ
イ
テ
ィ

γ
ゲ
ル
図
に
現
わ
れ
た
現
位
置
比
定
と
そ
の
方
法

論
に
つ
い
て
l

|
主
と
し
て
イ
タ
リ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
を
例
と
し
て
」
(
歴
史
地
理
学
会
第
二
一
回
大
会
発
表
)
と
題
し
て
発
表
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

こ
の
た
び
歴
史
地
理
学
会
会
長
菊
地
利
夫
先
生
よ
り
歴
史
地
理
学
紀
要
第
二
一
集
「
地
図
と
歴
史
地
理
」
に
投
稿
す
る
よ
う
お
薦
め
を
受
け
、
果
し
て

充
分
な
研
究
成
果
を
期
待
し
う
る
か
を
危
倶
し
つ
つ
も
、
こ
の
方
面
の
研
究
に
幾
分
た
り
と
も
布
石
を
投
ず
る
こ
と
に
な
れ
ば
幸
い
と
願
い
、
現
在
ま

で
に
為
し
得
た
と
こ
ろ
を
敢
え
て
報
告
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
し
た
。
稿
を
終
る
に
当
り
、
日
頃
御
指
導
を
賜
わ
り
、
こ
の
た
び
の
機
会
に
ベ
ア
ズ
フ
ォ

ー
ド
の
「
中
世
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
お
よ
び
「
オ
l
ド
ナ
ン
ス
・
ザ
l
ヴ
ェ
イ
」
を
お
貸
し
下
さ
っ
た
藤
岡
謙
二
郎
先
生
を
は
じ
め
、
投
稿
を
お
薦
め

下
さ
っ
た
菊
地
利
夫
会
長
並
び
に
編
集
校
正
に
何
か
と
御
配
慮
下
さ
っ
た
菊
池
万
雄
教
授
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
京
都
大
学
足
利
健
亮
助

教
授
、
奈
良
女
子
大
学
千
田
稔
助
教
授
の
変
ら
ざ
る
御
教
示
御
助
言
に
対
し
て
も
紙
上
を
お
借
り
し
て
感
謝
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

最
後
に
筆
者
の
ポ
図
研
究
の
動
機
並
び
に
上
記
の
若
干
の
拙
稿
は
、
既
に
も
そ
の
折
々
に
触
れ
た
如
く
、
西
欧
の
歴
史
的
諸
都
市
を
藤
岡
先
生
の
景

観
変
遷
史
的
方
法
か
ら
考
察
せ
ん
と
す
る
企
図
の
も
と
に
、
当
面
ポ
図
に
そ
の
足
掛
り
を
求
め
た
そ
の
結
果
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の

作
業
過
程
か
ら
付
帯
的
に
浮
び
上
っ
て
き
た
ポ
図
研
究
の
既
往
の
成
果
を
も
概
観
し
た
も
の
で
あ
り
、
右
方
法
論
を
踏
ま
え
て
の
予
察
的
意
味
た
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
こ
の
拙
な
い
小
稿
を
日
頃
の
感
謝
を
こ
め
て
藤
岡
先
生
に
お
捧
げ
い
た
し
ま
す
。
(
一
九
七
八
・
九
・
一

0
・
記
)
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(
1
)

田
中
方
男
「
ポ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
図
研
究
の
回
顧
と
現
状
」
歴
史
地
理
学
会
会
報
第
九
十
三
号
(
一
九
七
七
年
九
月
)

(
2
)
H
W・
切
関
当
〉

F
F
H
吋

Z
C
R
U
m
O
H
F
E
宮
内
包

O
E
q
o町
E
m
-
-回
V

E胆
8
・
E
g
g
-
品

H
F
E
-
O
H
h
o
E
・
5

8

(
3
)

関
・
の
〉
豆
問
問

O
Z
日
開
ロ
包
即
日

F

E匝ロ
O
E
Z
m
s
o
p
H
a
E
-
H
u
s
-
N
o
p
w
g
w
町
内
回

o
p
d叶

(
4
)

国

-
m
O
F
F〉
Z
U
H
C
P
Z
O
E
4
2
E
V向
日
目
色
円
四
円
四
四
円

r
F
b
g町
四
日
仏
師
可
目
白
一
江
口
問
叩
ア
の
同
K
F
円
(
の

o
s
z
u
g
問
。
ロ
門
官
印

ι印
可
〉
ロ
白
色

b
Bぽ

円
目
。
師
同
ロ
田
口
同
仲
間
】
昨
日

O回
目
立
い
図
。
口
四
回

HhgH同町田
)
H由
白

N

(
5
)

〉

-
F開
ペ
ロ
開

Z
日
明
日
ロ

o
Cロ四
H
E恒
三
四
回
目
白

nV円
FF
陪民間

ι
2
H
U
0
5・
叶
え

o-u
図
。
ロ
ロ
由
同
同
白
町
民

σ出
n
y
o
p
H由
目
印
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(
6
)

〉
-
m
冨
・
戸
別
〈

H
n
r
z
m
g同
U
E
n
g・。
o
E
H
5
5
0
田口。

ω宮
品
目
。
品
叩
己
目
】
U
E
H
U
m
R
-
s
p
H
N
O
B
P
5
2

(
7
)

の
.
Cの
の
何
何
回
日
戸
田

ω片山口但

z
m己師、
H
，
白
ず
己
胆
句
。
ロ
同
・

2世
1
2・
H
U

∞∞

(
8
)

の・

4
〈

K
F
5開
河
川
玄
色

E

E
品
戸

2
m
g
u
g日間同同町庄内
p
g
g

(
9
)

「
回
0
2
0
H
H
H山口
2
巳

o
g
g
L
E色
白
〈
g
z古
河
O
B
S・
MM包
2
0・
S
さ

(
m
N
)

司
H
Z同wm〉
問
。
冨
〉

Z
〉
日
切
冊
目
同
吋
問
問
叩
N
E
同

ωHH恒国回開口問冊目円
E
円
Z
O
色

O
H
E
Z
R
r
g
何冊目円
F
g
r
o
s
s
-
〈
・
の
・
者
同
】
曲
OHw
回
目
白
・

J

回
ι
戸、
H

，
ay
国
円
四
口
同

(
日
)
昭
和
五
三
年
八
月
本
書
は
出
版
元
よ
り
未
刊
で
あ
る
と
の
返
事
を
受
け
た
。

(
ロ
)
同
，
FOMMユロ
noHOロ
開
口
勺
可
円
】

OH】
四
島
町
担
。
問
。
z
g
F
n己
ω日
件
。
夕
刊
品

-MN・
ω江
戸
戸
唱
巴

-
2
白】よ同
Mユロ
noHOロ
C
E
4
2曲目同可司同四回
P
H由
叶
白

(
臼
)
関
・
窓
口
、
戸
開
河
口
口
芯
同
MO丘
町
向
。
吋
田
口
開
Mm
吋田明。
--ωgH仲間内
WHF
呂田
N-ωhF

(
M
)

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
ポ
イ
テ
ィ
ソ
グ
ル
図
の
距
離
表
示
を
信
用
し
て
の
結
果
で
あ
る
。
現
位
置
比
定
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に

空
中
写
真
、
発
掘
、
微
地
形
的
検
証
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
藤
岡
謙
二
郎
博
士
の
云
わ
れ
る
如
き
研
究
法
(
注
)
を
歴
史
地
理

学
の
正
道
と
考
え
て
い
る
0

(

注
)
藤
岡
謙
二
郎
「
景
観
変
遷
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
一
六
五
頁
以
下
犬
明
堂
昭
五
三

(日

)

Z
・
4
弓
・
切
回
白
ω句()河口

hwH・閃・

ω
-
g・
3
ω
田
4
7
豆
町
丘
町
4白
-
E
m
-
s
p
の同
B
Z広
m
p
s
g
同
室
閏
に
「
ノ
リ
ッ
ジ
の
囲
郭
は
周

間

ι

4
マ
イ
ル
、
ョ

I
グ
の
閤
郭
は

ndu4
マ
イ
ル
を
測
る
、
チ
ェ
ス
タ
ー
の
囲
郭
は
2
マ
イ
ル
」
(
一
七
二
頁
)
と
あ
る
に
よ
り
推
定

(
時
)
注
(
日
)
同
書
一

O
七
l
一
二
四
頁
な
お
「
第
一
一
一
回
歴
史
地
理
学
会
大
会
」
で
発
表
し
た
ピ
セ
テ
ィ
ア
の
位
置
は
定
説
の
如
く
ピ
セ
ソ
ツ
ア

で
あ
っ
た
こ
と
(
都
市
間
距
離
の
誤
算
に
よ
り
そ
ン
テ
チ
ョ
・
マ
ジ
オ
レ
と
比
定
)
を
確
認
し
、
誤
ち
を
深
く
お
わ
び
致
し
ま
す
。

(
げ
)
ポ
イ
テ
ィ
シ
ゲ
ル
図
は
セ
グ
メ

γ
ト
ゥ
ム

I
I廻
か
ら
な
る
絵
巻
物
の
道
路
図
で
、
(
全
長
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
三

O
セ
γ
チ
メ
ー
ト
ル
)
プ
リ

ァ
、
ィ
ベ
リ
ァ
、
北
ア
フ
リ
カ
の
一
部
を
描
い
た
セ
グ
メ
ソ
ト
ゥ
ム

I
の
部
分
が
数
字
空
白
の
部
分
に
当
る
。
絵
巻
物
の
性
質
上
、
消
耗
が
激
く

夕
日
一
く
中
世
初
期
以
来
す
で
に
消
失
し
て
い
た
も
の
を
後
に
な
っ
て
補
っ
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
注
(
臼
)
一
!
一
一
一
頁

(
路
)
同
・
ロ
・
宮

KFMNの
〉
md「
H
m
O
B
S
H
N
S円
四
白
山
口
切
同
日
S
F
s
a
五
二
九
頁

〈

m
m
)

注
(
万
)
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